
令和５年度 地理Ｂ  シラバス 
 

科 目 名 
単位

数 
学 年 学 期 担当者 

地 理 Ｂ ４ 
３学年全 コ ー ス

選択必修 
全 岸本和美・新垣善永 

  

１ 目 標 

   現代世界の地理的事象を系統地理的、地誌的に考察し、現代世界の地理的認識を養うとと

もに、地理的な味方や考え方を培い、国際社会に主体的に生きる日本人としての自覚と資質

を養う。 

 

２ 授業概要・到達目標 

  ・地理に関する基礎・基本となる事柄を学習する。 

  ・現代が抱えるさまざまな課題に対処するための視点や方法を獲得する。 

  ・地理的な技能の育成 

 

３ 評価方法 

 ＜定期テスト＞ 

  ・学期毎に中間考査・期末考査を実施する。 

  ・授業内容を主体に出題し、理解の程度を評価する。 

  ＜小テスト・実力テスト＞ 

  ・小テストは必要に応じ随時実施する。 

  ・実力テストは授業内容を主とし応用も含めて出題する。 

 ＜提出物＞ 

  ・授業で使用したノート・プリントを各試験前に提出させる。 

  ・必要に応じ課題を提出させる。 

 ＜授業＞ 

  ・出席状況、授業中の態度、発問・指名等への主体的姿勢により、総合的に評価する。 

 ＜評価の割合＞ 

  ・定期テスト及び諸テスト 70％    授業・提出物 30％ 

 

４ 使用教科書・教材 

 ＜教科書＞：帝国書院「新詳地理Ｂ」 

 ＜資 料＞：帝国書院「新詳高等地図 最新版」 

 ＜準拠ノート＞：帝国書院「新詳地理Bノート」 

 

５ 授業の展開と形態 

  ・ＨＲクラス単位または２クラス３展開の一斉授業 

 

６ 学習方法及び履修上の注意 

  ・初めに「地理」学習についてのガイダンスを行う。 

  ・授業はシラバスに基づいて行い、適宜、小テスト、課題を与えて学習内容の確認を行う 

  ・本読みや資料調べを通して、授業内容について予習をして授業に臨む。 

 


